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衆
議
院
議
員
秋
葉
賢
也
君
提
出
被
災
者
救
済
と
総
合
法
律
支
援
法
の
適
用
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す

る
。



衆
議
院
議
員
秋
葉
賢
也
君
提
出
被
災
者
救
済
と
総
合
法
律
支
援
法
の
適
用
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
か
ら
三
ま
で
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
趣
旨
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
日
本
司
法
支
援
セ
ン
タ
ー
（
以
下
「
セ
ン
タ
ー
」
と
い
う
。
）
が
行

う
民
事
法
律
扶
助
事
業
は
、
資
力
の
乏
し
い
者
に
も
民
事
裁
判
等
手
続
（
裁
判
所
に
お
け
る
民
事
事
件
、
家
事
事
件
又
は
行

政
事
件
に
関
す
る
手
続
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
の
利
用
を
よ
り
容
易
に
す
る
も
の
で
あ
り
、
資
力
の
多
寡
を
問
わ
ず
に
同

事
業
に
係
る
制
度
を
利
用
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
、
あ
る
い
は
、
そ
の
対
象
手
続
を
民
事
裁
判
等
手
続
と
の
関
係
を
考
慮

す
る
こ
と
な
く
拡
張
す
る
こ
と
は
、
同
制
度
な
い
し
セ
ン
タ
ー
の
業
務
の
在
り
方
に
関
わ
る
問
題
で
あ
る
上
、
こ
れ
に
係
る

国
民
負
担
を
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
と
い
う
課
題
も
あ
り
、
慎
重
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

な
お
、
現
行
の
セ
ン
タ
ー
の
業
務
に
お
い
て
も
、
法
律
相
談
（
刑
事
に
関
す
る
も
の
を
除
く
。
）
の
実
施
は
民
事
裁
判
等

手
続
が
開
始
さ
れ
た
後
に
限
定
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
上
、
一
定
の
裁
判
外
紛
争
解
決
手
続
な
ど
民
事
裁
判
等
手
続
に
先
立

つ
和
解
の
交
渉
で
特
に
必
要
と
認
め
ら
れ
る
も
の
の
た
め
代
理
人
に
支
払
う
べ
き
報
酬
等
の
立
替
え
等
を
す
る
こ
と
も
そ
の

対
象
に
含
ま
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。


